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新しく記載された 3種を含む 4種の分布域（日本のみを表示）

日本産 4種の中で最も普通にみられるオオジャゴケ

世界のジャゴケ属 6種と，新しく認められた
ヒメジャゴケ属 3種の系統関係をしめす図
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Conocephalum salebrosum

Conocephalum toyotae
B. Conocephalum purpureorubrum

A. Conocephalum orientalisタカオジャゴケ　C. salebrosumタカオジャゴャオカ ゴゴケ　C. salebrosum

マツタケジャゴケ　C. toyotae sp. nov.マツタケジャゴケ　タケジャゴケ C. toyotae sp. nov.

　ジャゴケという苔類の仲間をご存じでしょうか．近畿であればすこし山間の渓流沿いに行くと，流れのそばなどで
ほぼ必ず見つけることができます．幅 1－2cmほどの扁平な「葉状体」が目印で，葉状体の表面にははっきりとした
蛇の目模様が見られます．長い間日本にはジャゴケ Conocephalum conicumとヒメジャゴケ C. japonicumの 2種だ
けが分布すると考えられてきましたが，分子系統解析の結果，日本と台湾にはジャゴケだけで 4種（うち 3種が新種）
が，それぞれ異なる分布域を持って共存していることがわかりました．
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最も普通にみられる生き物の中にこそおもしろい課題が！
日本と台湾に分布するジャゴケ属（苔類）の分類学的研究

オオジャゴケ　C. orientalis sp. nov.

ウラベニジャゴケ　C. purpureorubrum sp. nov.


